
コンクリート防食及び腐食抑制技術

老朽化施設の更新を検討する場合、一定の老朽化に対しては当該箇所の
修復等を行い、施設の延命化を図ることで、より緊急度の高い施設の更新を
優先させることも有効です。
また、施設を新設する際にも、老朽化がより進行しないような対策を講じて
おくことも、将来の施設更新を検討する際に有効となります。
このページでは、施設更新の検討に資する、下水道施設におけるコンクリート
の腐食・劣化対策をご紹介します。

解決策！総合的なコンクリート腐食対策を提案します

コンクリート腐食の原因は、硫酸です。
この硫酸は、下水から発生する硫化水素から生成します。



コンクリート防食及び腐食抑制技術に関するお問い合わせ

各総合事務所までお問い合わせください。
地方共同法人日本下水道事業団

コンクリートの腐食対策において、特に、既存施設の補修では、新設時と異なり、
腐食劣化診断とこれに基づく腐食・劣化部分の除去（はつり)、断面の修復、さらに
施工の際の仮設や既存施設の運転切り廻しの検討なども必要になります。

JSでは、様々な腐食環境や腐食対象施設に対して、最も効果を発揮する技術
の選定、組み合わせを提案いたします。

https://www.jswa.go.jp/company/jimusyo_ichiran/jimusyo_ichiran.html#sougou
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